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イヌ膵細胞の胎生期および離乳後における無糸核分裂

お・よび二核細胞の出現率について

昭和35年7月9日受・N’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　toxylin染魚と｝ltimateXylhn－－Eosin複染色の連続

　　　　　緒雷　　　　　 切片擦木を作製し，他の大部分｝歌胎盈1三期のものと岡様

　著者はこれまでの研究①＠③④において膵細胞の無　　に分離永久標本としk。これら切片標本を参踏にしな

糸核分裂および二核細胞が細胞機能と横接な関係にあ　　　がら分離永久標本により1個体について膵細胞1000個

ることを観察し，機能充進時に特に二核細胞が増加す　　ずつを数え，無糸核分裂（くびれ期，中隔期，離断

ることを報告したが，これらの研究はともに成熟した　　期），二核細胞の艮睨率を求めた。

動物においてなされたものであつた。そこで今回はイ

ヌを凧・て膵細胞の未分化な分imTlaniiの朧醐のもの　　　　案験成繍

と，eSU　ss完成され固有機能を営んでいると恩われる生　　　　分離永久標木によつてtsた　：核細胞および無糸核分

後40日のものとにおいて，膵細胞の無糸核分裂および　　　裂の娼現黙は褒1に褐げた1磁りである。これによる

二核細胞の数の閏現率に，いかなる相逮があるかを研　　　と，

究したところ，興味ある結果が御られたのでこ壇ご報　　　　　A）無糸核分裂

告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ）くびれ期：胎生50日のイヌにはわずかに1例に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1個鋸められたのに反し，idli後40日のイヌでは各例に

　　　　　　案験材料および方法　　　　　、　　　　　2～3個ずつ，平均2，25個認められた。この薙の有意

　　材料；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性をF分布により検定するとF6調42．44＊＊〉糾（O．O工）

　1）　胎生50日のイヌ（分娩約10N前）5匹。　　　　　　＝＝12．25となり1％の危険率で有意である。

　2）生後40日の雑食するようになつたイヌ（食後

5時間経つ規の）4匹・　　　　　　褒・．胎生期および鰍御紺るイ。の
　　方法1　　　　　　　　　　　無繊膿絋び二核細胞の幽現確

で第3期位にまで麻酔し心縛動のあるうちに膵臓を取
り繊しk。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胎

　これら取り出された膵臓は，直ちに生理的食塩水で　　　　生

洗い，胎生期のものtrk－一’部をFormalin固定，　Para－

ffi砲畷連続切片としHam・t・。yli。－E。，i。複・　期

染色を行い，他の大部分はさいの目に切闘を入れて
RANV・ER　i／、アル。．般入隅寺等⑤筋灘　　離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳
より膵細胞の分離永久標本を作製した。生後40日のも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
のet－一・部をKolster液固定Heidenhain鉄H註ma＿

個

体

番

1

2

3

4

5

1

2

3

4

無糸核分裂
く　　中　　離
び
　　　隔　　断れ

期　　期　　期

1　　　0　　　1

0　　　1　　　1

0　　　0　　　1

0　　　1　　　1

0　　　1　　　1

2　　　4　　　5

3　　　7　　　4

2　　　4　　　5

2　　　6　　　5

核

細

胞

48
43

44

46

43

91

92
77

93



32－・一一（702）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ訴Y・IS豚ミ謡a　ts99巻　 第5・嘩｝

　ロ）中隔期：胎姫50田のイヌでは各例に0～1佃し　　察されたごとく，すでに岡有機能が完成し分泌作用も

かなかつたが，40日のものでは4～7個ずつ認めら　　盛んに行われている状熊にあると思わオ1・る。永田⑨，

れ洞様F分布によりこの二群の差のイぎ灘を検定し　永田と讐閲⑩，　“：’1∫村⑪，近藤⑪親ぴ小iU’f沢⑭ぱそれ

たところFl　・42．15：1：＊で1％の危険率で有意の艶が　　　それ肝細胞，胃の奪棚li胞，腸各部の円村i」、波お説ぴ気

認められた。　　　　　幽　　　　　管」波についての胎些k肌哺乳期，幼ノなと成犬捌捌

　ハ）離断期1胎生50日のイヌでは各例1個ずっ，40　　として無糸核分裂および瓢ll蜘II胞の出現〉緯こついて研

日のイヌでは4～5個ずつ認められた。この諮の有意　　・究し，無糸核分裂の各期および：二核組胞の数剛胎生期

性を検定するために，母分散の箆の検定を行なうと　　に非常に少なく哺乳期，離乳後，戊火の順に増加して

Fo　＝＝　c）eとなり両群の偉分散は有意に異なるので，近　　　これら消化管の腺細胞また上，』ζの圃イ∫機能と平行関係

似的にjM－lil　l！w　・・　15．Oと，危険率1％のto＝5．57と　　にあることを報倍している。

を比較すると，両群の日｝現率には有意藻が認められ　　　さて薪者の今回の研究においても，1｝糊懸li胞の栄分

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化である胎生500のものに比し，化後4ぐ｝Flたつた膵臓

　　B）二核細胞　　　　　　　　　　　　　　　　　のよく分化し圃イf機能を職盛に甥んでいるもの凝方

　この場合も胎生50Hのイヌに比較して，生後40日の　　　が，無糸核分裂の脅期の数および諜核細胞の数が膚意

イヌでは遜かに多く観察された。すなわち前満の平　　　に多いことが偲められてい為。しかも無搬核分裂後に

均44・8に対し後岩は88・25であつた。これも推計際：的　　　V・X－・fltilの胞体分裂の像も見出し得なかつ甑のであるか

にF分布により差の有意性を検建したところFl講　　　ら，これら無糸核分裂あるいはその結果で磐允二核状

1「04・　92＊＊で1％の危険率で有意であつた。　　　　　　態が膵細胞の圃捌幾白隆と裾接な関係にあるものである

　つぎに切片標本についての観察によれば胎生50Fiの　　　ことは余りにも明白である。ただし1｝ll生期のものに無

イヌにおいては腺細胞も小さく一勝ミ終末部相葺の闘に　　　糸杉1分裂が少数ながらも兇られ，かつ識核細胞城さら

縦の結合組織があり，従つて腺の鍵質も少蹴である。　　　に多く認められたことについては，一児不町解のよう

腺細胞の中に嬬E。sinに染まる願粒も少なく腺組織と　　　に感じられるかも知れないが，上述のように胎億期と

してもなお未完成な像を示している（Fig　1・）。しか　　　いつても胎生50日ともなれば分娩10日前位にあるから

し生後40日のイヌにおいては，腺細胞の大きさも前者　　　分化は完成しないまでも，膵細胞の中には分泌可藍薙の

に比岐して大きく腺終末部も密集し，膵腺構造の完成　　　状態にあるものも存在すると考えれば，これら無糸核

像を示している（Fig　2．）。また鉄H駐matoxylin染　　　分裂および二核細胞の存在についてのwh応の説明はつ

色においても膵組胞内ことに細胞の核上部，および腺　　　くものと思う。

腔側に分泌願粒を明かに認め，分泌機能が盛んに嘗ま

れていることを確認することが出来た。　　　　　　　　　　　　　要約ならびに結論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胎生50日のイヌ呂匹と生後40日ですでに離乳雑食を

　　　　　考　察　　　　　　　　　している時期のもの4距を用いて，膵細胞の無糸核分
　膵臓の発生にっいての文献をみると，ヒトの胎児に　　　裂および二核細胞数について観繁したところ，これら

ついぞHam批on等⑥は膵臓セこ腺体が田来るのは胎張　，が細胞機能と密接な関係にあることを知つた。すなわ

3ケ月目位で，膵細胞の分泌穎粒が判明し酵素が生塵　　　ち珂台生期には無糸核分裂および二核細胞数は非常に少

されるのは胎生8ケ月であると記載している。　鳥類　　　ないのに，細胞が売成され閲有機能を完全に発揮して

（ノ・ト）では8mm長にcなると，膵臓の腺体が明らか　　いる生後40日のものでは，これらが薯明に増加してい

になるというが⑦哺乳類のブタについての村山⑧の観　　　るがらである。なお，無糸核分裂に引続いた胞体分罰

察によると，腹部膵臓原基は胎長4・5mmで初めて腸　　　はみられなかったが，このことは今迄報告したごとく

管腹側両側に奮状膨出としてあらわれ，背部原塞は　　　無糸核分裂および二核細胞が細胞の増殖につながるも

5mm胎児で腸管背方にあらわれる。この背腹両膵臓　　　のではなく反応性，機能憾のものであるという考えを

原基カミ完全に相融合するのは，頂留径ユ2・6mmの胎　　　裏づけるものである。

児の時期という。著者の検索した限りではイヌの膵細　　　　　　　　　　　　’
胞の発蝉ついて破献蜆あたらなかつたが，イ。　鞭終る脳り・．御囎切なる鱗轍賜わり御欄
で胎生5・・と・・えばすで・・分・・…ti10Mであ・か・，膵欝撚響饗櫻騰囎鎌鑛

臓は組織的には未分化ながらも分泌可能の状態にある　　の敬意を表します。噛

と考えられる。生後40日のイヌでは切片標本により観
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　　　附図説明　H琶matoxylin－Eosin染色　　　　x400

　　　　　　　1．胎生期（50日）イヌ膵臓
　　　　　　　2．離乳後（生後40日）イヌ膵臓

　　　，．＿欝・織、、X　憲廼　’／1瀬、tt・tt－　・・　　P・　藁　一．㌧・，
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